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4

月
5

日
投
開
票
の
京
都
府
知

事
選
挙
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

大
奮
闘
に
も
関
わ
ら
ず
、
藤
井
伸

生
候
補
を
知
事
に
押
し
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ず
大
変
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
日
夜
を
わ
か
た
ず
ご
奮
闘

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
の

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

現
職
陣
営
が
北
陸
新
幹
線
延
伸

問
題
や
、
ア
リ
ー
ナ
問
題
な
ど
の 

             

   

   

政
策
的
争
点
を
語
ら
ず
避
け
逃
げ

切
っ
た
こ
と
は
、
そ
こ
に
踏
み
込

め
な
い
弱
点
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

「
北
陸
新
幹
線
延
伸
は
中
止
す

る
」「
ア
リ
ー
ナ
問
題
は
住
民
の
合

意
で
」「
補
聴
器
の
公
的
補
助
」
藤

井
候
補
の
政
策
は
広
く
府
民
の
願

い
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後

の
私
た
ち
の
運
動
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

             

    

  

春
の
仲
間
増
や
し
運
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。
高
齢
者
の
医
療
費
負

担
引
上
げ
問
題
や
、
異
常
な
物
価

高
、
福
祉
を
切
り
捨
て
大
軍
拡
に

進
む
高
市
政
権
の
悪
政
ス
ト
ッ
プ

は
、
ひ
と
え
に
私
た
ち
の
仲
間
増

や
し
運
動
と
不
可
欠
で
す
。
高
齢

者
の
い
の
ち
・
暮
ら
し
、
平
和
を
守

る
に
は
、「
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
こ

と
は
悪
政
を
認
め
る
こ
と
」
に
な

り
ま
す
。 

一
人
の
組
合
員
が
、
一
人
の
仲

間
を
増
や
す
と
、
目
標
の
３
５
０
人

組
合
は
可
能
で
す
。
当
面
１
９
０
名

の
仲
間
に
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん

周
り
の
方
に
加
入
の
声
掛
け
を
し

て
下
さ
い
。
吉
報
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
支
部
委
員
会
は
、
春
の
仲

間
増
や
し
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

            
 
 

  

  
 

 
 

 
 

 
 

               

 

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
考
え
て

み
よ
う
。
私
は
定
年
に
な
っ
て
２３

年

に
な
る
。
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
過

ご
せ
る
方
法
が
あ
る
の
か
な
と
思

う
時
が
あ
る
。
毎
朝
一
時
間
く
ら
い

妻
と
散
歩
し
て
い
る
。
近
所
の
方
に

仲
が
い
い
で
す
ね
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
家
の
中
で
は
ケ
ン
カ
ば
っ
か

り
し
て
い
る
。
春
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン

で
、
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
に
注
意

し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
よ
。
桜
の

花
も
満
開
に
な
り
、
う
き
う
き
気
分

に
な
り
、
互
い
に
注
意
し
よ
う
ね
。

寒
か
っ
た
日
が
少
し
ず
つ
冬
の
上

着
か
ら
春
の
上
着
に
変
わ
る
時
、
よ

く
風
邪
を
ひ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
や

は
り
８０

歳
を
過
ぎ
る
と
、
体
を
動
か

す
こ
と
で
す
。
私
は
朝
・
夕
食
後
に

軽
い
体
操
を
し
て
い
る
と
何
か
気

分
が
良
く
な
り
ま
す
。
一
人
で
は
死

ね
な
い
、
誰
か
の
世
話
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
す
ね
。
子
供
、
兄

弟
と
仲
良
く
し
て
、
又
孫
達
と
一
緒

に
楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
と
、
自
分

な
り
に
生
活
が
出
来
た
ら
い
い
と

思
う
。
皆
さ
ん
病
気
を
し
な
い
様
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
。
ま
た
春
の
行

楽
シ
ー
ズ
ン
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

(

山
田
喜
彦) 
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立
ち
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
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悪
政
を
許
す
こ
と
！ 

知
事
選
挙
で
の
奮
闘
を 

仲
間
増
や
し
に
生
か
そ
う
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い
ま
こ
そ 

 
 

憲
法
の
道
を
！ 

 
 

 
 

塩
見 

修(

上
里) 

  

昨
年
発
足
し
た
高
市
政
権
は
、

憲
法
改
悪
、
大
軍
拡
、「
ス
パ
イ

防
止
法
」
制
定
な
ど
、
反
動
的
な

政
治
へ
と
足
を
踏
み
出
し
て
い

る
。
そ
の
も
と
で
京
都
府
知
事

選
挙
が
施
行
さ
れ
た
。 

 

知
事
選
挙
で
は
、
年
金
者
組

合
府
本
部
副
委
員
長
の
藤
井
伸

生
氏
が
、
候
補
者
と
し
て
奮
闘

さ
れ
た
。
と
り
わ
け
「
ケ
ア
労
働

を
社
会
の
真
ん
中
に
」
と
の
訴

え
は
、
府
・
市
民
に
強
い
共
感
を

得
、
３
つ
の
反
対
す
な
わ
ち
「
北

陸
新
幹
線
延
伸
反
対
」「
軍
拡
反

対
」
「
原
発
反
対
」
の
政
策
は
、

多
く
の
府
・
市
民
の
気
持
ち
に

沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
藤
井
氏
の
勝

利
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。 

     

さ
て
、
舞
鶴
で
は
海
上
自
衛

隊
の
地
下
要
塞
化
と
共
に
イ
ー

ジ
ス
艦
に
長
射
程
ミ
サ
イ
ル

「
ト
マ
ホ
ー
ク
」(

射
程
１
千
キ

ロ)

を
装
備
す
る
計
画
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
。
当
然
予
備

の
ミ
サ
イ
ル
数
１０

発
～
数
百
発

の
地
下
保
管
庫
も
必
要
に
な
る
。

ま
さ
に
ミ
サ
イ
ル
戦
争
の
準
備

と
言
え
る
。
一
方
、
精
華
町
祝
園

で
は
、
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
の
保

管
の
た
め
の
大
型
弾
薬
庫
１４

棟

が
増
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。 

全
国
の
基
地
に
配
備
す
る
ミ
サ

イ
ル
を
保
管
す
る
た
め
だ
と
い

う
。 

 

ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に

よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
の
テ
レ
ビ
映

像
を
見
て
も
、
戦
争
に
な
れ
ば
、

真
っ
先
に
標
的
に
さ
れ
る
の
は

軍
事
基
地
で
あ
る
。
戦
争
に
な

れ
ば
抑
止
力
ど
こ
ろ
か
舞
鶴
基

地
と
祝
園
弾
薬
庫
が
狙
わ
れ
る

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
高
市
政

権
の
軍
備
拡
大
政
策
が
、
命
の 

 
 危

険
と
破
壊
を
呼
び
込
む
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

戦
後
８０

年
、
戦
争
放
棄
を
明
確

に
し
た
憲
法
９
条
の
下
で
、
現
在

の
戦
争
準
備
状
況
を
見
過
ご
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
府
・
市
民
が
高
市

政
権
の
憲
法
改
悪
と
大
軍
拡
阻
止

の
た
め
に
、
力
を
合
わ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

戦
争
反
対
の
世
論
を
大
き
く
し

よ
う
。
戦
争
は
二
度
と
ご
め
ん
だ
。 

 

    

 
 

 
北
陸
新
幹
線
延
伸 

 
７
月
末
ル
ー
ト
決
定 

 
 

 
 

 

ス
ト
ッ
プ
を
！ 

小
林
竜
雄(

桂
川) 

 

北
陸
新
幹
線
延
伸
の
中
止
を
明

言
す
る
藤
井
伸
生
さ
ん
に
対
し
て
、

現
職
の
西
脇
隆
俊
氏
は
徹
底
し
て

論
戦
を
回
避
し
ま
し
た
。
マ
ス
コ

ミ
の
出
口
調
査
で
も
小
浜
～
京
都

ル
ー
ト
に
対
し
て
賛
否
が
拮
抗
し

て
お
り
、
本
来
な
ら
意
見
を
た
た

か
わ
せ
、
京
都
の
方
向
性
を
決
め

る
大
切
な
選
挙
だ
っ
た
だ
け
に
、

西
脇
氏
の
態
度
は
知
事
失
格
で
す
。 

 
 

 

政
権
与
党
は
7

月
の
国
会
会
期

末
ま
で
に
ル
ー
ト
を
絞
り
込
む
と

し
、
鉄
道
運
輸
機
構
は
3

月
17

日

に
地
下
水
に
与
え
る
影
響
の
報
告

書
を
公
表
し
て
、「
新
駅
周
囲
の
地

下
水
利
用
に
影
響
は
な
い
」
と
す

る
な
ど
、
小
浜
～
京
都
ル
ー
ト
を

す
す
め
る
動
き
を
強
め
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
桂
川
新
駅
周
辺
で
は

最
大
１
メ
ー
ト
ル
の
地
下
水
位
上

昇
と
低
下
が
工
事
後
も
生
じ
、
と

て
も
影
響
な
し
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

先
送
り
し
た
課
題
へ
の
態
度
表
明

か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
知
事
へ
の
追

及
が
重
要
で
す
。 

西
京
の
地
下
を
通
る
こ
と
を
知

ら
な
い
人
、
出
来
上
が
る
の
は
25

年
先
・
か
か
る
費
用
は
5

兆
円
が

我
が
こ
と
に
感
じ
ら
れ
て
い
な
い

人
も
沢
山
お
ら
れ
ま
す
。
知
れ
ば

延
伸
ス
ト
ッ
プ
の
一
択
で
す
。
世

論
と
運
動
で
延
伸
中
止
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。 

  

京
都
ア
リ
ー
ナ
建
設
工
事
に

向
け
て
の
取
り
組
み
は 

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す 

 
 

 
 

 

澤 

太
郎(

上
里) 

 
 

藤
井
伸
生
さ
ん
を
知
事
に
出
来

ず
、
ア
リ
ー
ナ
の
建
設
工
事
は
止

め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
リ
ー
ナ
の
工
事
は
す
す
め
ら
れ
、

工
事
中
の
問
題
も
完
成
後
の
問
題

も
、
何
一
つ
解
決
が
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。 

京
都
ア
リ
ー
ナ
を
考
え
る
西
京

の
会
は
、
昨
年
６
月
、
道
路
・
交
通

の
問
題
点
と
西
京
区
で
の
住
民
説

明
会
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
、

今
年
２
月
、
工
事
開
始
に
あ
た
っ

て
の
緊
急
要
望
書
も
提
出
、
３
月

に
は
向
日
市
の
会
や
近
隣
住
民
の

会
と
と
も
に
府
・
業
者
と
懇
談
を

行
い
、
そ
の
懇
談
で
初
め
て
工
事

車
両
の
大
半
、
最
大
往
復
２
４
０
台

が
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
通
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

府
は
住
民
説
明
会
の
開
催
に
応

じ
ず
、
狭
隘
で
見
通
し
が
悪
い
東

山
交
差
点
は
、
常
に
危
険
で
見
守

り
隊
の
い
な
い
下
校
時
に
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
が
、
ガ
ー
ド
マ
ン 

 

(2) 

『
住
め
る
西
京
・
住
み
た
い
西
京
』
を 

願
い
あ
つ
め
て 

力
よ
せ
あ
っ
て 
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配
置
な
ど
の
安
全
対
策
は
何
ら

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
洛
西
ＮＴ
や

大
原
野
口
も
渋
滞
と
危
険
が
加

速
し
ま
す
。
３
月
２６

日
に
は
向

日
市
の
会
と
合
同
で
府
警
本
部

に
道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 
 

新
年
度
を
迎
え
、
安
全
対
策

は
待
っ
た
な
し
で
、
再
来
年
の

完
成
後
の
道
路
、
鉄
道
な
ど
の

問
題
点
も
山
積
み
で
す
。
向
日

市
の
会
と
の
連
携
を
強
め
、
西

京
の
会
の
取
り
組
み
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

        

     

  

    

 

今
年
２
０
２
６
年
度
支
部
総
会

は
、
６
月
２７

日
（
土
）
午
後
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
総
会
に
向

け
て
各
学
区
別
の
組
合
員
交
流
・ 

 
懇
談
会
を
実
施
し
ま
す
。 

毎
年
恒
例
の
全
組
合
員
を
対
象

に
し
た
行
事
で
す
。
昨
年
の
交
流
・

懇
談
会
で
は
、
地
域
の
要
求
や
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
取
組
み
が
話
し

合
わ
れ
、
ど
の
会
場
も
楽
し
い
交

流
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
是
非

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◇
実
施
日 

5

月
１９

日
（
火
）
～

６
月
９
日
（
火
）
の
間
に
各
学
区
別

に
行
い
ま
す
。 

◇
目
的 

同
地
域
（
学
区
）
内
の
組

合
員
の
親
睦
と
交
流
、
一
緒
に
と

り
く
む
課
題
（
要
望
）
等
を
話
し
合

い
ま
す
。 

◇
内
容 

地
域
の
要
求
、
組
合
員

の
困
り
ご
と
、
助
け
合
い
、
班
行
事 

の
計
画
な
ど
自
由
に
出
し
合
い
ま

す
。
進
行
・
運
営
は
担
当
支
部
役
員

が
行
い
ま
す
。 

     

◇
場
所 

各
学
区
（
班
）
毎
に
設
定

し
ま
す
。 

◇
経
費 

会
場
費
・
お
茶
代
等
は
、

支
部
で
負
担
し
ま
す
。 

◇
学
区
（
班
）
の
単
位 

①
嵐
山
・
松
尾
・
右
京
、
②
桂
川
・

松
陽
、
③
桂
徳
・
桂
・
桂
東
・
川

岡
・
川
岡
東
、
④
樫
原
、
⑤
新
林 

⑥
境
谷
・
竹
の
里
、
⑦
福
西 

⑧
桂
坂
、
⑨
上
里
、
⑩
西
山
団
地 

◇
案
内 

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は

各
学
区(

班)

担
当
の
支
部
役
員
か

ら
案
内
状
を
配
布
し
ま
す
。 

 
 

       

 

  

お
助
け
し
隊
に 

「
医
療
費
」
の
相
談 

『
無
料
低
額
診
療
事
業
』
の 

紹
介
を
し
ま
し
た 

 
 

大
野
研
而 

 

〇
無
料
低
額
診
療
事
業
と
は 

生
計
困
難
な
人
が
、
経
済
的
理 

由
に
よ
っ
て
必
要
な
医
療
を
受
け

る
機
会
が
制
限
さ
れ
な
い
よ
う
、

無
料
ま
た
低
額
な
料
金
で
診
療
を

行
う
も
の
で
、
実
施
に
当
た
っ
て

は
Ｍ
Ｓ
Ｗ(

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー)

に
よ
る
支
援
が
セ
ッ
ト
と
し

て
提
供
さ
れ
る
。 

こ
の
事
業
は
、
社
会
福
祉
法
第 

2

条
に
規
定
す
る
第
2

種
社
会
福

祉
事
業
、
及
び
法
人
税
法
施
行
規

則
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
料
金
の

減
額
・
免
除
や
直
接
的
な
事
業
費

用
へ
の
補
填
は
な
く
医
療
機
関
の

負
担
だ
が
、
こ
の
事
業
実
施
に
よ

り
地
方
税
や
法
人
税
が
優
遇
さ
れ

て
い
る
。 

 

〇
対
象
と
な
る
医
療
費 

具
体
的
な
適
用
基
準
や
減
額
・ 

免
除
の
内
容
は
、
実
施
医
療
機
関

ご
と
に
異
な
る
。 

 
 

〈
例
〉 

Ａ
病
院…

１
カ
月
の
収
入
が
生
活

保
護
基
準
に
対
し
て
、
１
５
０
％

以
下
で
あ
る
場
合
の
入
院
費
用 

Ｂ
病
院…

差
額
ベ
ッ
ド
料
金
の
免

除
を
含
む 

 

な
お
院
外
処
方
箋
に
よ
る
調
剤 

薬
局
で
の
負
担
金
は
対
象
と
な
ら

ず
、
薬
代
は
補
助
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
。 

☆
参
考 

 

①
実
施
法
人 

社
会
福
祉
法
人
、
公
益
法
人
、
社
会

医
療
法
人
、
生
活
協
同
組
合
等
が

多
い
。(

う
ち
民
医
連
加
入
施
設
は

全
体
の
50

％
強) 

 

②
参
考
書
籍 

吉
永
純
、
京
都
保
健
会
編
著 

「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
無
料
低
額
診 

療
事
業
」
２
０
１
５
年
．
ク
リ
エ 

イ
ツ
か
も
が
わ
発
行 

 

京
都
市
右
京
・
下
京
図
書
館
に
所 

蔵
さ
れ
て
い
る
。 

     

お
知
ら
せ
～
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い 

学
区
（
班
）
別
組
合
員
交
流
・
懇
談
会
‼ 

５
月
１９

日
～
６
月
９
日
の
期
間 

 

(3) 

昨年の福西学区懇談会 
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花
曇
り
の
一
日
。
定
刻
９
時
、

桂
駅
西
口
を
出
発
。
境
谷
大
橋

を
経
由
し
、
途
中
２
回
の
休
憩

を
は
さ
み
日
吉
ダ
ム
へ
。
車
窓

か
ら
見
え
る
河
川
の
堤
防
に
並

ぶ
満
開
の
桜
に
歓
声
。
行
く

先
々
で
桜
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

 
 

 

                

     

10

時
半
過
ぎ
に
日
吉
ダ
ム
到
着
。

山
々
に
囲
ま
れ
て
広
が
る
ダ
ム
湖

(

天
若
湖)

、
そ
そ
り
立
つ
ダ
ム
堤
体
、

広
々
と
し
た
芝
生
、
彩
を
添
え
る

桜
や
雪
柳…

。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

な
景
色
に
こ
こ
ろ
も
和
み
ま
し
た
。 

                  

ダ
ム
堤
頂(

３
階)

か
ら
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
ダ
ム
の
中
に
潜
入
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー(

１
階)

見
学
。 

 

芝
生
広
場
を
通
り
抜
け
日
吉
温

泉
へ
。
ほ
っ
こ
り
し
た
時
間
を
楽

し
み
ま
し
た
。 

 

お
昼
は
ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
松
花

堂
弁
当
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
参

加
者
の
自
己
紹
介
と
一
言
。
食
事

の
あ
と
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
か
く

し
芸
。
民
謡
貝
殻
節
を
支
部
長
、
大

橋
照
代
さ
ん
、
塩
見
美
子
さ
ん
、
ジ 

 
 

 

ャ
ン
ケ
ン
脳
ト
レ
を 

 
 

 

 
 

 
 

 

足
立
千
秋
さ
ん
、
八

木
定
子
さ
ん
。「
幸
せ

の
う
た
」
を
八
木
定

子
さ
ん
の
リ
ー
ド
で

歌
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

行
き
帰
り
、
３
箇

所
の
道
の
駅
に
寄
り
、 

 
 

 
 

 
思
い
思
い
の
買
い
物

も
楽
し
み
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

桂
駅
西
口
に
は
１６

時
前
に
到
着
。 

 
 

 
 

 

「
楽
し
か
っ
た
！
ま

た
来
年
も
！
」
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
が

口
々
に
言
っ
て
下
さ

っ
て
の
散
会
で
し
た
。                              

              

      

  

お
詫
び 

痛
恨
の
計
算
ミ
ス
！ 

距
離
当
て
ク
イ
ズ
で
、
計
算
間
違

い
で
当
選
者
を
決
め
ま
し
た
。
正

解
は
42

㌔
で
し
た
。
回
答
は
、
30

㌔
代
8

人
、
40

㌔
代
8

人
、
50

㌔
代
3

人
、
70

㌔
代
1

人
で
し

た
。
正
解
は
1

人
、
ピ
タ
リ
の
方

に
景
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(4) 

日
帰
り
バ
ス
旅
行
４
月
９
日 

『
南
丹
市
日
吉
ダ
ム
と
日
吉
温
泉
』 

 
 

２３

名
で
行
っ
て
き
ま
し
た
！ 

88 歳で参加。皆さんと会え、 

温泉、お食事。何よりの喜びです 

 
昨年も楽しく参加 

来年もぜひヨロシク！ 

ジャンケン脳トレ 

盛り上がりました 

ゲームやお買い物、色々企画

していただき、楽しい一日！ 

 

温泉にゆったり、 

のびのび入れ良かった 

3 人の息ピッタリ 

貝殻節 

(4) 
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５月お誕生日 おめでとうございます 
(右京)金田紀一さん、(松尾)吉村燎子さん、(川岡)出口靖子さん、

渡邊馨さん、(大枝)落合峯子さん、鈴村堯さん、 

(桂坂)西澤朱美さん、(大原野)林清さん、丹野陽一さん 

(上里)丸山義信さん、(樫原)佐藤麻里子さん、(福西)中山久代さん 

誕生会 2026 年 5 月 25 日(月)13 時半 

〜ほっこりサロン～ 

 

４月お誕生日 おめでとうございます 

(嵐東)馬場宏さん、吉岡義生さん、(松尾)中村英子さん、 

(桂川)平井照二さん、(新林)吉瀬政江さん、 

(境谷)入江佳寿子さん・田角トシ子さん・細田一憲さん、 

(桂坂)小島志津子さん・松本朝生さん、 

(福西)永田和久さん 

誕生会 2026 年４月 27 日(月)13 時半 

〜ほっこりサロン～ 

市バス三ノ宮街道下車。信号東南角 

ハイツ三の宮 102 号室 

 

              (女性の会) 

第 20 回 5 月 22 日(金) ◎４月はお休みです。 

一人暮らし、高齢の方、毎日が寂しい、お喋べりした

い…どなたでも歓迎。10 時半～15 時です。 

◎ユーコート１０６号大橋照代宅◎昼食代 1000 円 

◎参加の方は事前にご連絡を 

大橋照代３３１-３２７３ 中須洋子３９４-６５４8 

おしゃべりサロン  

 
 

 
 

 

   
 

暖
か
い
日
が
続
い
た
2３

日
ほ

っ
こ
り
サ
ロ
ン
で
誕
生
会
を
行

い
ま
し
た
。 

自
己
紹
介
に
続
い
て
の
懇
談

は
活
気
に
満
ち
た
楽
し
い
時
間

に
な
り
ま
し
た
。
戦
後
の
食
糧

難
の
時
代
を
身
に
沁
み
て
感
じ

て
こ
ら
れ
た
方
々
で
話
し
に
聞

き
入
り
ま
し
た
。
波
乱
の
人
生

を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。 

大
野
さ
ん
の
脳
ト
レ
や
丸
山 

          ) 

 

 

さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
と
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

御
世
話
い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 

 
 

(

奥
村
敏
春) 

  

そ
れ
ぞ
れ
の 

生
き
て
来
た
足
取
り
を 

楽
し
く
語
り
合
い 

 
 

 
 

 

中
田 

勝(

松
尾) 

 

３
月
生
ま
れ
の
私
に
、「
祝
っ
て

あ
げ
よ
う
」
と
お
さ
そ
い
の
絵
葉

書
が
。
喜
ん
で
今
年
も
参
加
し
た
。 

 
 

仲
間
は
３
人
で 

い
ず
れ
も
８０

代
、
人
生
経
験
ゆ
た
か
な
顔
つ
き

が
並
ん
だ
。
戦
中
生
ま
れ
で
バ
イ

タ
リ
テ
イ
ー
い
っ
ぱ
い
。
戦
争
の

た
め
ひ
も
じ
い
思
い
を
し
た
の
で
、 

食
べ
た
い
と
い
う
要
求
が
強
か
っ

た
等
々
の
思
い
、
其
々
の
生
き
て

き
た
足
取
り
を
楽
し
く
話
し
あ
っ

た
。 Ａ

さ
ん
は
医
療
を
通
じ
て
様
々

な
社
会
変
革
に
参
加
し
て
き
た
話

し
。
Ｂ
さ
ん
は
メ
ダ
カ
、
写
真
を
通

じ
て
仲
間
を
作
っ
て
来
た
話
し
。

私
は
東
九
条
で
出
生
し
、
近
く
に

は
朝
鮮
の
人
や
未
解
放
部
落
と
呼

ば
れ
て
い
た
人
達
が
住
ん
で
い
た

の
で
差
別
は
お
か
し
い
、
皆
仲
良

く
暮
ら
せ
る
社
会
を
と
考
え
て
暮

ら
し
て
き
た
こ
と
等
を
話
し
た
。 

本
日
世
話
し
て
く
れ
た
要
員
の

方
々
、
あ
り
が
と
さ
ん
で
す
。
次
に

脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
で
少
し
頭
を
使
っ

た
。
そ
の
後
の
バ
イ
オ
リ
ン
が
上

手
く
心
地
よ
く
聞
か
せ
て
も
ら
っ

た
。
嬉
し
か
っ
た
。
又
来
年
も
参
加

し
た
い
。
よ
ろ
し
く
。 

 
 

 
  

            

    

       

 

 

  

 

     

       

     

                    

     

(5)

) 

３
月
２３
日
１３
時
半
〜 

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン 

３
月
誕
生
会
３
名
参
加 

 

3 月おしゃべりサロン～8 名参加～ 

3 名の方が 初参加！ 
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シ
リ
ー
ズ 

４ 
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と 

 

～新しい仲間～ 

組合に加入されました 

藤井ゆう子さん 樫原学区 

由木 桂子さん 新林学区 

 

  

～
福
井
県
大
飯
町
～ 

 

保
育
園
の
す
ぐ
近
く
を 

 
 

米
軍
が
通
っ
た
！ 

 
 

 
 

 

成
田
光
生(
桂) 

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
福
井
県

大
飯
郡
佐
分
利
村
石
山
。
合
併

に
よ
り
現
在
は
大
飯
郡
大
飯
町
、

関
西
電
力
大
飯
原
発
の
あ
る
町
。 

終
戦
の
半
年
前
に
生
ま
れ
た

私
の
記
憶
と
父
の
独
り
言
を
思

い
返
す
と
、
保
育
所
で
は
毎
日
、

戦
時
中
の
同
じ
紙
芝
居
を
見
て

い
た
。
足
を
失
っ
た
兵
と
目
を

や
ら
れ
た
兵
が
、
助
け
合
っ
て

伝
令
の
役
目
を
果
た
す
話
だ
っ

た
。 あ

る
日
、
保
育
所
か
ら
５０

ｍ

先
の
街
道
を
ア
メ
リ
カ
軍
が
何 

 

日
も
か
け
て
通
っ
た
。
福
知
山 

     

に
駐
屯
し
て
い
た
米
軍
が
、
敦
賀

湾
か
ら
船
で
帰
国
す
る
為
で
あ
る
。

私
の
村
は
、
福
知
山
市
の
真
東
で
、

米
軍
が
通
る
前
迄
は
細
い
山
道
し

か
無
か
っ
た
。
東
の
敦
賀
へ
は
舞

鶴
回
り
の
道
し
か
無
く
、
大
部
隊

の
戦
車
が
そ
こ
を
通
れ
ば
何
日
も

交
通
渋
滞
と
な
る
。
そ
れ
を
避
け

て
、
細
い
山
道
を
切
り
開
い
て
、
私

の
村
を
通
っ
て
行
っ
た
。 

米
軍
部
隊
は
戦
車
だ
け
で
な
く
、

工
事
用
車
両
な
ど
も
沢
山
通
っ
た
。

私
の
兄
は
聞
き
覚
え
の
米
語
で
話

し
か
け
た
。
そ
し
て
米
兵
が
嚙
ん

で
い
た
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
を
貰
っ

た
。(

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
が…

) 

父
は
鹿
児
島
の
枕
崎
出
身
な
の

で
親
戚
な
ど
が
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

に
た
く
さ
ん
移
民
し
て
い
た
。
だ

か
ら
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
に
鰹
節
な

ど
を
送
っ
て
い
た
。 

私
が
生
ま
れ
る
前
の
話
。
13

歳

年
上(

生
ま
れ
た
月
日
は
同
じ
！)

の
兄
か
ら
聞
い
た
。
１
９
４
１
年
12

月
8

日
の
真
珠
湾
攻
撃
の
臨
時
ニ

ュ
ー
ス
を
父
が
聞
い
て
「
こ
の
戦

争
は
負
け
る
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。
も

し
他
人
が
聞
い
て
い
た
ら
、
私
は 

生
ま
れ
て
い
な
い
。 

      

〜
京
都
市
衣
笠
村
〜 

遊
び
場
は
金
閣
寺
、 

妙
心
寺
、
仁
和
寺…

 
 

 

廣
岡
冨
美
子(

新
林) 

 

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
戦
後
の
京

都
市 

北
西
の
端
の
辺
り
。
生
ま

れ
た
家
は
、
衣
笠
村→

上
京
区→

北
区
と
変
わ
り
中
学
校
卒
業
ま
で

呑
気
に
暮
し
ま
し
た
。 

 

私
の
遊
び
場
は
、
大
文
字
山
・
衣

笠
山
・
金
閣
寺
・
等
持
院
・
北
野
天

神
・
妙
心
寺
・
仁
和
寺
・
広
沢
の
池

と
今
で
は
、
な
か
な
か
の
観
光
地

で
す
。 

 

大
将
軍
小
学
校
区
に
は
昔
、
映

画
の
撮
影
所
が
あ
っ
た
そ
う
で
町

内
に
俳
優
さ
ん
の
家
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

ま
た
高
校
・
大
学
が
近
く
に
集

中
し
て
あ
り
、
い
い
刺
激
に
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
し
た
。
で
も
一
方
で
、
白
梅
町
の

辺
に
あ
っ
た
大
き
な
洋
館
に
は
進

駐
軍
が
い
ま
し
た
が
、
小
学
校
で 

は
、
日
の
丸
問
題
が
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
、
国
会
で
論

議
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
お
か
げ
で

小
中
高
の
入
学
卒
業
式
で
日
の
丸

の
お
世
話
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
君
が
代
も
で
す
。(

こ

れ
自
慢
！) 

 

と
こ
ろ
が
仕
事
に
つ
い
て
か
ら

は
、
日
の
丸
の
旗
の
掲
揚
、
君
が
代

の
斉
唱
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
最

近
日
の
丸
の
旗
の
扱
い
を
め
ぐ
り

嫌
な
予
感
が
。 

  
 

 
 

 

 

 

   

 
 

 
 

         

               
 

             

 

(6) 

Peace  Action  in 舞鶴 5 月 31 日(日) 
☆ヒューマンチェーン 正午スタート 

          …海上自衛隊舞鶴基地周辺 

☆トマホークミサイル配備反対集会 13 時～ 

…舞鶴市総合文化会館ホール 

舞鶴前島みなと公園 

◎西京からマイクロバス１台でます。詳細は決まり 

次第お知らせします。 

2026 生かそう憲法 守ろう 9 条  

5.3 IN 京都 こわすな憲法！ 

憲法集会 
5 月３日(日)13 時半〜円山音楽堂 

講演:中野晃一さん(上智大教授、政治学者) 

シャンソン:埴生美伽子さん 

憲法ウォーク 15 時 15 分ごろ～ 
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ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

第
１
１
５
回
例
会 

歴
史
を
た
ど
る
天
王
山 

 

サ
ー
ク
ル
活
動 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
島
美
智
子 

「
京
都
花
の
道
を
あ
る
く
」
松

本
章
男
著
（
集
英
社
新
書
）
の
本

で
は
、２
月
立
春
を
よ
う
や
く
跨

い
だ
頃
・
・
・
か
ら
と
文
が
始
ま

り
、
伏
見
深
草
の
石
峰
寺
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
５
人
、

JR
奈
良
線
で
伏
見
稲
荷
下
車
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
群
の
雑
踏
を
ぬ

け
、
閑
静
な
鳥
居
横
の
小
径
を

行
く
。
稲
荷
駅
と
は
隔
絶
し
た

穏
や
か
な
、
人
に
会
わ
な
い
住

宅
街
を
し
ば
ら
く
歩
き
、
細
い

参
道
の
階
段
を
登
る
と
中
国
風 

 

の
赤
門(

黄
檗
宗
の
寺
院)

が
現 

      

れ
る
。
結
構
な
階
段
の
先
に
南
天

の
赤
い
実
が
見
え
、
じ
ゃ
ん
け
ん

ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
階
段

を
登
る
。
門
を
く
ぐ
る
と
南
天
の

見
事
な
赤
い
実
が
た
わ
わ
な
房
を

つ
け
て
い
て
、
自
然
の
ま
ま
の
庭

づ
く
り
に
は
え
て
い
ま
し
た
。 

本
堂
裏
の
苑
内
に
は
、
五
百
体

の
羅
漢
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
江

戸
中
期
の
画
家
、
伊
藤
若
冲
の
晩

年
の
庵
も
あ
り
、
ま
た
若
冲
が
下

絵
を
描
い
て
石
工
に
彫
ら
せ
た
像

も
沢
山
み
ら
れ
て
、
と
て
も
素
敵

な
散
策
路
で
し
た
。
笑
顔
の
羅
漢

さ
ん
や
泣
き
顔
や
怒
り
顔
の
羅
漢

さ
ん
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
五
百
羅

漢
を
み
な
が
ら
、
竹
林
の
苔
む
し

た
中
に
は
涅
槃
像
も
あ
り
静
寂
神

秘
な
空
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

ゆ
っ
く
り
苑
内
散
策
の
後
、
深

草
駅
前
の
お
し
ゃ
れ
な
う
ど
ん
屋

で
昼
食
，
京
阪
電
車
の
深
草
駅
か

ら
四
条
へ
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

南
天
の
赤
に
染
ま
り 

石
峰
寺 

風
雪
に
耐
え 

石
仏
お
わ
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

武
本
良
子 

  
 

 

  

大
橋
歳
彦 

 

３
月
１１
日
（
水
）
お
天
気
も
よ

く
、
阪
急
大
山
崎
駅
前
で
高
槻
か

ら
の
辛
島
さ
ん
と
合
流
。
ま
ず
宝

寺
を
目
指
し
ま
す
。
JR
山
崎
駅
の

京
都
側
の
踏
切
を
渡
り
ま
す
。
大

山
崎
山
荘
へ
の
道
と
別
れ
て
宝
寺

（
宝
積
寺
）
に
到
着
。
天
王
山
の
山

裾
に
あ
り
、
７
４
２
年
行
基
の
開
山

で
本
尊
は
十
一
面
観
音
。
こ
こ
が

天
王
山
の
登
り
口
で
す
。 

照
葉
樹
の
大
木
が
鬱
蒼
と
茂
り
、

深
い
美
し
い
森
の
中
を
登
り
ま
す
。

道
は
よ
く
整
備
さ
れ
、
京
都
市
東

山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
道
と
大
違
い
、

歩
き
や
す
い
道
で
す
。
青
木
葉
谷

展
望
台
に
到
着
、
こ
こ
か
ら
は
三

川
合
流
と
大
阪
へ
の
展
望
が
素
晴

ら
し
い
。
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
も
見

え
ま
し
た
。 

旗
立
松
ヘ
の
道
は
補
修
工
事
中
。

大
山
崎
町
は
立
派
に
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
旗
立
松
展
望
台
か
ら
は
、

正
面
に
鷲
峰
山
が
、
左
か
ら
音
羽

山
か
ら
千
頭
岳
、
醍
醐
の
山
並
み 

             

か
ら
宇
治
・
城
陽
久
世
の
山
並
み

が
続
き
ま
す
。
絶
景
で
す
。 

こ
こ
か
ら
十
七
烈
士
の
墓
ま
で

は
ひ
と
登
り
。
酒
解
神
社
を
経
て

天
王
山
の
山
頂
へ
。
天
下
分
け
目

の
天
王
山
の
戦
（
山
崎
の
合
戦
）
は
、

秀
吉
の
弟
，
秀
長
が
山
頂
に
陣
を

張
り
勝
利
に
導
き
ま
す
。
山
頂
で

昼
食
を
と
り
小
倉
神
社
へ
下
山
し

ま
し
た
。 

◎
コ
ー
ス
タ
イ
ム 

宝
積
寺
（
９
：
４０

）
青
木
葉
谷
展
望

所
（
１０
：
２０

）
旗
立
松
（
１０
：
４０

）

十
七
烈
士
の
墓
（
１０
：
５０

）
酒
解

神
社
（
１１
：
００

）
山
頂
（
１１
：
２０

）

昼
食
・
小
倉
神
社
別
れ
（
１３
：
００

）

小
倉
神
社
（
１４
：
００

） 

◎
参
加
者
（
敬
称
略
）
８
名 

 

辛
島
恵
美
子
・
松
本
篤
子
・
川
村
雅

美
・
高
島
美
智
子
・
大
橋
照
代
・
大

野
研
而
・
田
中
正
・
大
橋
歳
彦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                      

花
の
道
を
歩
く
2
月
例
会 

深
草
石
峰
寺 

南
天
の
赤
い
実 

 

(7) 

 ご一緒に！  

第 97 回全京都統一メーデー 
◎５月１日(金)午前 10 時二条城前広場北の端に集合。 

10 時 40 分デモスタート。年金者組合は２番目です。 

◎終了後、懇親会。珉珉三条大橋店。デモ歩かない方は、 

正午に店にお出でください。実費個人負担です。 
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綴
り
方
教
室
そ
の
五
十
五 

 
 

千
の
風
に
な
っ
て 

 
 

 
 

田
中
康
晴(

松
尾) 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

        

  

昨
秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
３

人
の
友
人
が
急
逝
さ
れ
た
。
残

さ
れ
た
お
つ
れ
合
い
の
お
二
人

か
ら
相
談
さ
れ
た
。『
私
達
は
お

墓
が
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
実
家
は

遠
い
。
夫
の
実
家
は
入
る
事
は

OK
と
言
っ
て
く
れ
る
が
参
り
に

く
い
し
ね
。
気
も
つ
か
う
し
。
私

が
そ
こ
に
入
る
の
も
ね
』
と
。

『
最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
葬
送
の

仕
方
や
施
設
が
あ
る
け
ど
、
未

だ
2

人
で
決
め
て
な
か
っ
た
の
』

と
。 

確
か
に
そ
う
で
あ
ろ
う
。

私
は
京
都
生
ま
れ
の
京
都
育
ち
。

岡
崎
霊
園
に
墓
が
あ
る
。７
年
前
、

先
に
逝
っ
た
つ
れ
合
い
は
、
そ

こ
に
葬
っ
た
。(

生
家
青
森
の
実

家
の
墓
と
、
若
王
子
の
同
志
社

霊
園
に
も
分
骨
し
た
が)

多
分
私

も
そ
こ
に
入
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
だ
が
そ
れ
で
良
か
っ
た

の
か
。 

そ
ん
な
時
、
我
が
家
の
本
棚

の
奥
か
ら
一
冊
の
本
を
見
つ
け

た
。「
千
の
風
に
な
っ
て
」
新
井 

満
で
あ
る
。
こ
の
題
名
の
歌
を
秋

川
雅
史
が
歌
っ
て
い
る
。
朗
々
と

し
た
歌
声
、
２
０
０
７
年
レ
コ
ー
ド

大
賞
を
貰
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
こ
の
本
、
２
０
０
３
年
に
出

版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
朝
日

新
聞
の
『
天
声
人
語
』
の
切
り
抜
き

が
挟
ま
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
そ
の

頃
求
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
天
声

人
語
の
記
事
が
き
っ
か
け
で
こ
の

詩
が
発
見
さ
れ
た
と
あ
る
。 

 

本
を
開
く
と
２
頁
に
ま
た
が
る

一
枚
の
絵
に
、『
私
の
お
墓
の
前
で 

 
 

泣
か
な
い
で
下
さ
い
』
。
そ
し
て

2

枚
目
の
絵
に
、『
そ
こ
に
私
は
い

ま
せ
ん 

眠
っ
て
な
ん
か
い
ま
せ

ん
』
と
続
く
。
3

枚
目
の
絵
に
、『
千

の
風
に
な
っ
て 

千
の
風
に
な
っ

て
』
と
な
り
、
4

枚
目
『
あ
の
大
き

な
空
を 

ふ
き
渡
っ
て
い
ま
す
』

と
な
る
。
こ
う
し
て
１５

枚
の
絵
そ

れ
ぞ
れ
に
2

行
の
詩
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
あ
と
に
、
彼
、
新
井

満
作
曲
の
音
符
と
全
部
の
詩
文
が

続
き
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
こ
の

詩
と
曲
に
ま
つ
わ
る
『
あ
と
が
き
』

が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
中
で
、
こ
の
詩
を
知
っ
た

き
っ
か
け
は
、
親
し
い
友
人
が
妻

を
亡
く
し
た
。
そ
の
追
悼
文
集
に

載
っ
た
こ
の
詩
に
感
銘
を
受
け
、

曲
を
付
け
、
友
人
に
贈
っ
た
。
そ
れ

が
天
声
人
語
で
紹
介
さ
れ
た
と
あ

る
。
で
は
そ
の
追
悼
文
に
の
っ
た

詩
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
新
井

氏
は
追
跡
す
る
。
あ
っ
た
。
追
悼
文

集
に
こ
れ
を
載
せ
ら
れ
た
方
に
確

認
し
た
所
、
作
者
不
明
の
西
洋
の

詩
で
あ
り
、『
あ
と
に
残
さ
れ
た
人

へ
。
１
０
０
０
の
風
』
訳 

南
風 

椎(

は
え
・
し
い)(

三
五
館)

と
言
う

本
で
あ
っ
た
。
そ
の
本
に
英
語
で

書
か
れ
て
い
た
と
言
う
。
美
し
い

写
真
集
で
、
風
景
写
真
に
わ
ず
か

一
編
の
詩
を
の
せ
た
丈
の
も
の
。

本
の
巻
末
に
、
英
語
で
書
か
れ
た

全
部
で
12

行
の
詩
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
と
言
う
。
今
、
手
元
に
あ
る
こ

の
本
と
同
じ
様
な
体
裁
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。 

 

新
井
さ
ん
は
、
実
母
と
親
友
の

妻
と
云
う
2

人
の
人
間
の
死
を
通

じ
て
こ
の
詩
に
偶
然
出
会
う
の
だ

が
、
そ
の
後
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和

軍(

Ｉ
Ｒ
Ａ)

の
テ
ロ
で
命
を
落
と

し
た
青
年
や
、
ア
メ
リ
カ
多
発
テ

ロ
犠
牲
者
の
追
悼
式
等
で
、
そ
し

て
米
紙
に
よ
れ
ば
、
１
９
７
７
年
ジ

ョ
ン
ウ
ェ
イ
ン
が
、
映
画
監
督
ワ

ー
ド
・
ホ
ー
ク
ス
の
葬
儀
で
、
又
１

９
８
７
年
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
か
れ

た
マ
リ
リ
ン
モ
ン
ロ
ー
の
追
悼
式

で
も
、
こ
の
詩
が
朗
読
さ
れ
た
よ

う
だ
。
一
体
ジ
ョ
ン
ウ
ェ
イ
ン
は

ど
こ
で
こ
の
詩
を
手
に
入
れ
た
の

か
と
新
井
氏
は
書
い
て
い
る
。 

こ
れ
程
、
有
名
な
そ
し
て
劇
的

な
詩
で
あ
り
な
が
ら
未
だ
に
作
者

は
判
ら
な
い
。
米
先
住
民
族
の
伝

説
で
あ
る
と
か
な
ど
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
も
飛
び
交
わ
さ
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
風
が

書
い
た
と
も
。
こ
れ
が
ピ
ッ
タ
リ

だ
と
私
は
思
う
。 

こ
れ
は
『
生
者
』
で
は
な
く
、『
死

者
』
が
書
い
た
詩
だ
。
追
悼
文
で
は

な
い
。
死
者
か
ら
の
残
さ
れ
た
者

へ
の
、
精
一
ぱ
い
生
き
て
下
さ
れ

と
云
う
応
援
歌
に
聞
こ
え
た
。 

い
ず
れ
私
も
早
晩
、
岡
崎
の
墓

に
葬
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
然
し
、
じ
っ

と
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
先
に

逝
っ
た
妻
と
風
に
な
り
、
2

人
で

育
て
大
き
く
な
っ
た
庭
の
サ
ル
ス

ベ
リ
の
上
か
ら
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

仲
間
の
平
和
な
将
来
を
見
守
っ
て

い
る
だ
ろ
う
。
然
し
、
当
時
妻
が
こ

の
本
を
求
め
、
何
か
を
考
え
て
い

る
事
を
知
る
事
が
出
来
な
か
っ
た

こ
と
を
、
今
更
な
が
ら
悔
い
て
い

る
私
が
あ
る
。 

相
談
を
受
け
た
お
二
人
に
は
、

残
さ
れ
た
方
々
が
、
一
番
身
近
で
、

手
を
合
わ
せ
て
偲
ん
で
も
ら
え
る

所
に
葬
ら
れ
る
丈
で
十
分
で
な
い

か
な
と
お
話
し
し
た
。 

 注
：
前
述
の
詩
に
続
い
て
、
こ
う
あ

る
。 秋

は
光
り
に
な
っ
て 

 

畑
に
ふ
り
そ
そ
ぐ 

冬
は
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
に 

 

き
ら
め
く
雪
に
な
る 

朝
は
鳥
に
な
っ
て 

 

あ
な
た
を
目
覚
め
さ
せ
る 

夜
は
星
に
な
っ
て 

 

あ
な
た
を
見
守
る 

   

※
阿
部
い
ず
み
さ
ん
よ
り
原
稿
を

４
月
に
頂
き
ま
し
た
。
5

月
号
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

(8) 
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【当面の日程】 

4 月 20 日（月）12 時半～「年輪西京」作業 

13 時半～第 20 回支部委員会ほっこりサロン 

4 月 25 日（土）16〜16 時半 定例西口宣伝 

4 月 27 日（月）13 時半～4 月誕生会 ほっこりサロン 

5 月１日（金） 10 時～ 全京都統一メーデー 二条城前 

        正午～懇親会 珉珉三条大橋店 

5 月３日（日） 13 時半〜憲法集会 IN 京都 円山音楽堂 

5 月４日（月） 10 時半～女性の会役員会 ほっこりサロン 

13 時半～第 21 回支部委員会ほっこりサロン 

５月 18 日（月）12 時半～「年輪西京」作業 

13 時半～第 22 回支部委員会ほっこりサロン 

５月 2５日（月）13 時半～５月誕生会 ほっこりサロン 

        16～16 時半 定例西口宣伝 

５月 31 日（日）正午～Peace Action in 舞鶴 舞鶴市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西京支部毎月定例

25 日 

桂駅西口宣伝 
４月 25 日(土) 

16 時～16 時半 

ぜひ ご参加ください 

 

 

「お助けし隊」ご利用下さい 

●庭の草引き●部屋の掃除●布

団干し●不用品整理・廃棄処分

●買い物代行●電球交換●パソ

コンやスマホ操作●役所手続き

●話し相手●車での移送、等々

相談に応じます。 

＊気兼ねなく頼み頼まれるため

少額の謝礼(１時間につき 400

円～)と実費(交通費等)を頂きま

す。対応は原則２人で行います 

まずはご連絡下さい。 

連絡先： 

藤原克東（樫原☎391-0781） 

大橋歳彦（福西☎331-3273） 

市川弘子（桂川☎392-3717） 

山﨑治男（桂坂☎332-4753） 

 

 

 

「投稿」のお願い 
短歌・俳句・川柳・エッセイ・絵

画・写真等、投稿お待ちしており

ます。支部委員又は下記へ 

メール 山本公子 

ushitora1947@ 

gaia.eonet.ne.jp 

電話 山本公子 

090-8208-4437 

 

 

組合員で桂東学区の作曲家早見公夫さんがコンサートを開かれます 

早見公夫・ミニコンサート “たにしのうた” 

とき  4 月 29 日(水・祝)午後 3 時開演 

ところ 桂教会 阪急桂駅東口から徒歩 3 分。京都銀行の北側 

入場料 1000 円 

♪うた  ♪語りとうた  ♪ピアノ独奏 

 

 

 

 

                             

     

                        

                             

                           

  

                     

 

       

年金署名…168 筆 

締切が迫っています。支

部集約は 5 月 4 日です。 

お手元にある方は支部 

委員までご連絡下さい。 

(9) 

ご案内 『故 新宮峰男さんを偲ぶ会』 

５月 30 日(土)午後／境谷会館にて 
詳細は、年輪西京 5 月号(5/18 発行予定)で 

お知らせいたします。 

呼びかけ人： 藤原克東(年金者組合西京支部支部長) 

         幸 良 (西京革新懇代表) 

～お入りください～ 

年金者組合西京支部 LINE グループ「年金者組合広場」 

◎情報交換や取組み・行事の写真などを共有しています。 

◎現在 29 名の方が入っておられます。 

◎LINE をされている方、ぜひグループにご参加ください。 

◎お知り合いの支部委員に声をかけて頂くか、山本公子にお電話 

 下さい。 
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小島志津子 
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谷口良子 

山本公子 大橋照代 神田保弘 
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(10) 
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(11) 

ダンスサークル・フレンド 

毎水曜日中級 A クラス 14 時～14時 55分 

    中級 B クラス 15 時～15時 55分 

     専 科    16 時～16時 55分 

毎金曜日初級クラス  10 時～10時 55分 

2900 円+100円(保険料)＝3000 円 

中京区因幡町 112-4 盟親会議室 1F 

指導 竹中貫一先生 上山範子先生 

竹中貫一先生  

☎ 090-1440-5480 

サークル案内 
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卓球サークル〜楽しく汗を流しましょう〜 

5 月 7・14・21 日(木)13 時～15 時  

向日市民体育館 １時間 200 円 

池島三千江  333-4615 

 

 

ニット手作りサークル 

〜編みたいものを編んでおしゃべりする会～ 

5 月はお休みです 

池島三千江  333-4615 

 

 
絵手紙教室 〜初心者の方に丁寧に指導～  

5 月 7 日(木)13 時半～ 

西京区役所中会議室   

指導 清原巳治先生／講師謝礼 1 人 500 円 

小島志津子 ☎/FAX 331-7042 

 

お茶の会 

〜一緒に初歩のお茶を楽しみましょう〜 

裏千家茶道お稽古 濃茶と薄茶・お菓子   

5 月 6 日(水)・20 日(水)13～16 時半  

費用 1500 円   小島郁子宅(桂坂) 

小島郁子 ☎ 090-7097-3946 

 

民謡の会『華』 

〜民謡を 唄って 喉、嗄れる～ 

5 月 7 日(木)・21 日(木)13 時半〜15 時半 

大橋さん宅 参加費 1000 円(1 回) 

指導 伊藤隆先生 

山田政広 ☎/FAX 332-0016 

 

 

川柳の会 

〜日頃の生活を五七五にたくします～ 

4 月 24 日(金)13 時半～15 時半 

会場 小島志津子宅   お題は『運』 

小島志津子 ☎/FAX 331-7042 

井上美智子ﾒｰﾙ  1188michiko@gmail.com 

※締切り 4 月 22 日(水) 

 

 

サークル案内 

釣り同好会／小鮎釣りに行こう 

小鮎釣りのシーズンとなりました。 

5 月中下旬～６月下旬に琵琶湖畔、河川で小鮎つ

りに行きます。希望されるは下記まで連絡くださ

い。釣行日程は状況などを判断して決めます。 

問合せ 藤原 090-7344-9334 

(12) 

年金者組合西京「うたうなかまたち」 

5 月 11 日(月)13 時半〜15 時ほっこりサロン 

アコーディオン伴奏 青木実さん 

参加費 500 円 

山田喜彦 ☎090-8385-5380 

 
「花の道を歩く」5 月例会  

5 月 12 日 第 2 火曜日 浄住寺 

市バス 29(四条烏丸行き)松尾大利町停留所 

10 時 10 分集合 

問合せ 川村雅美 090-5123-1009 

 美術・芸術に気軽に触れるサークル 

4 月 21 日(火)大山崎山荘 入館料 1500 円 

クロード・モネ展、河井寛次郎・濱田庄司陶芸展 

阪急大山崎駅 10 時集合。バス組、徒歩組に分か 

れ現地へ。参加者は前日までに連絡下さい。 

市川弘子 090-2199-2317 

山田喜彦 090-8385-5380 

介護を考える会／4 月 23 日(木)午後 

中京区の老人保健施設「西の京」と小規模特養・ 

グループホーム「とわの花」見学予定。 

参加希望の方は、前日午前中迄にご連絡下さい。 

世話人 服部 080-1422-3997 

    市川 090-2199-2317 

年金者組合ウォーキング 

毎月第 1・2・4・5 金曜日 10 時〜12 時 

集合：10 時／境谷センターバス停 

問合せ 入江佳寿子 090-9714-2414 

 

西京支部 ハイキングクラブ第１１8 回例会 

鷹峯から沢の池、高雄へ 

日時：５月 13 日（第２水曜日）８：００AM  

阪急桂西口改札集合。雨天中止。四条大宮で市バ

ス６系統・玄琢行(８：３３若しくは８：５０)に乗

る予定  

コース：阪急桂＝四条大宮で市バス６系統に乗り換

え＝鷹峯源光庵前下車―千束―上の水峠―沢の池―

仏栗峠―高雄・栂尾／敬老乗車証をお忘れなく。 

参加希望の方は大橋歳彦までご連絡下さい。 

TEL:090-5052-9239 または LINE で。 

 


